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宣 言 「 本 論 文 を ,日 本 脳 神 経 血 管 内 治 療 学 会  機 関 紙 J N E T  j o u r n a l  o f  

N e u r o e n d o v a s c u l a r  T h e r a p yに 投 稿 す る に あ た り ,筆 頭 著 者 ,共 著 者 に

よ っ て ,国 内 外 の 他 雑 誌 に 掲 載 な い し 投 稿 さ れ て い な い こ と を 誓 約

致 し ま す .」  



要 旨  

【 目 的 】 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 術 に よ り 再 開 通 が 得 ら れ た 急 性 中 大 脳 動

脈 腫 瘍 塞 栓 症 例 を 報 告 す る 。 【 症 例 】 肺 扁 平 上 皮 癌 の 治 療 中 の 6 4歳

男 性 が 突 然 の 左 半 身 の 麻 痺 と 感 覚 障 害 を 呈 し た 。 頭 部 M R Iで 右 中 大

脳 動 脈 M 2閉 塞 に よ る 急 性 期 脳 梗 塞 と 診 断 し た 。 経 皮 的 脳 血 栓 回 収

術 を 行 い 、 有 効 再 開 通 が 得 ら れ た 。 血 栓 病 理 検 査 で 扁 平 上 皮 癌 細 胞

を 認 め た 。 左 肺 癌 は 左 肺 静 脈 と 左 心 房 に 浸 潤 し て お り 、 腫 瘍 塞 栓 と

判 断 し た 。 【 結 論 】 回 収 し た 塞 栓 子 の 外 観 が 通 常 の 血 栓 と 差 異 が な

く て も 血 栓 病 理 検 査 で 腫 瘍 細 胞 が 認 め ら れ る こ と が あ る 。 血 栓 病 理

検 査 は 脳 梗 塞 病 型 診 断 に 有 効 で あ る 。  

 

緒 言  

急 性 期 脳 梗 塞 に 対 す る 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 術 は 有 効 性 が 確 立 し 、 広

く 行 わ れ る よ う に な っ て い る 。 デ バ イ ス の 進 歩 に よ り 再 開 通 率 が 高

く な り 、 回 収 さ れ た 血 栓 の 病 理 検 査 を 行 う こ と で 脳 梗 塞 の 原 因 を 調

べ る こ と が 可 能 と な っ て き た 。 今 回 我 々 は 血 栓 病 理 検 査 に よ っ て 腫

瘍 塞 栓 と 診 断 し た 症 例 を 経 験 し た 。 病 理 検 査 で 腫 瘍 細 胞 が 認 め ら れ

た 報 告 は 少 な く 、 文 献 レ ビ ュ ー と と も に 報 告 す る 。  

 

症 例 提 示  

6 4 歳 男 性 。突 然 左 半 身 の 麻 痺 と 感 覚 障 害 が 出 現 し た 。前 医 で 頭 部

M R I を 施 行 さ れ 、 急 性 期 脳 梗 塞 と 診 断 さ れ た 。 発 症 か ら 2 0 8 分 で 当

院 に 搬 送 さ れ た 。 患 者 は 1 年 前 に 前 医 で 肺 扁 平 上 皮 癌 （ c T 4 N 3 M 0  

S t a g e  ⅢB） と 診 断 さ れ 、 化 学 放 射 線 療 法 を う け て い た 。 発 作 性 心 房



細 動 と ラ ク ナ 梗 塞 の 既 往 が あ っ た 。 1 カ 月 前 か ら 倦 怠 感 が 強 く 、 前

医 に 入 院 し て い た 。 入 院 中 に 少 量 の 喀 血 が あ っ た 。 当 院 来 院 時 、 左

中 枢 性 顔 面 神 経 麻 痺 、 左 上 下 肢 の 不 全 麻 痺 、 左 上 下 肢 の 重 度 感 覚 障

害 、 軽 度 の 構 音 障 害 と 左 半 側 空 間 無 視 を 認 め 、 N a t i o n a l  I n s t i t u t e s  o f  

H e a l t h  S t r o k e  S c a l e ス コ ア は 1 0 で あ っ た 。 M R I で は 右 島 皮 質 か ら 右

頭 頂 葉 に d i f f u s i o n  w e i g h t e d  i m a g e（ D W I）で 高 信 号 域 を 認 め た（ F i g u r e  

1 A）。D W I - A l b e r t a  S t r o k e  P r o g r a m  E a r l y  C T  S c o r e は 8 で あ っ た 。M R A

で 右 中 大 脳 動 脈 （ m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y :  M C A） M 2 が 閉 塞 し て い た

（ F i g u r e  1 B）。 喀 血 の た め 静 注 r e c o m b i n a n t  t i s s u e - t y p e  p l a s m i n o g e n  

a c t i v a t o r ( I V  r t - PA )療 法 は 禁 忌 で あ り 、経 皮 的 脳 血 栓 回 収 術 を 行 っ た 。 

血 管 内 治 療 ( F i g u r e  2 )： 発 症 か ら 2 4 1 分 、 来 院 か ら 3 3 分 で 右 大 腿

動 脈 を 穿 刺 し 治 療 を 開 始 し た 。 9 F r  O p t i m o（ To k a i  m e d i c a l  p r o d u c t s ,  

A i c h i ） を 右 内 頚 動 脈 に 留 置 し た 。 P e n u m b r a  A C E 6 8  ( P e n u m b r a ,  

A l a m e d a ,  C A ,  U S A）、 T r e v o  p r o 1 8（ S t r y k e r ,  K a l a m a z o o ,  M I ,  U S A）、

C H I K A I  0 . 0 1 4 i n c h  2 0 0 c m（ A S A H I  I N T E C C ,  A i c h i） を 使 用 し 、 T r e v o  

p r o 1 8 と C H I K A I で l e s i o n  c r o s s し た 。 P e n u m b r a  A C E 6 8 は 右 M C A M 1  

p r o x i m a l に 留 置 し た 。T r e v o  3 × 2 0 ㎜（ S t r y k e r）を 閉 塞 部 に 展 開 し た 。

i m m e d i a t e  f l o w  r e s t o r a t i o n が 認 め ら れ た 。O p t i m o の バ ル ー ン を i n f l a t e

し 、P e n u m b r a  A C E 6 8 か ら 用 手 的 に 血 液 を 吸 引 し な が ら T r e v o を ゆ っ

く り 抜 去 し た 。 3 ㎜ 大 の 赤 色 血 栓 が 回 収 さ れ た 。 穿 刺 か ら 4 0 分 で

T h r o m b o l y s i s  i n  c e r e b r a l  i n f a r c t i o n（ T I C I） 2 B の 再 開 通 が 得 ら れ た 。 

術 後 、 左 上 下 肢 の 麻 痺 は 速 や か に 改 善 し た 。 左 顔 面 の 麻 痺 、 構 音

障 害 、 左 半 側 空 間 無 視 は 徐 々 に 改 善 し 、 歩 行 可 能 と な っ た 。 左 上 下

肢 の 感 覚 障 害 は 残 存 し た 。 回 収 し た 血 栓 の 病 理 検 査 で は フ ィ ブ リ ン



と と も に 扁 平 上 皮 癌 細 胞 を 認 め ら れ （ F i g u r e  3）、 腫 瘍 塞 栓 に よ る 脳

梗 塞 と 診 断 し た 。 胸 部 造 影 C T 検 査 で 左 肺 門 部 に 腫 瘤 を 認 め 、 腫 瘍

は 肺 静 脈 お よ び 左 心 房 に 浸 潤 し て い た （ F i g u r e  4）。 浸 潤 し た 腫 瘍 の

一 部 と 周 囲 に 付 着 し た 血 栓 が 塞 栓 を 来 し た と 考 え た 。 発 作 性 心 房 細

動 を 合 併 し て い た た め ダ ビ ガ ト ラ ン を 開 始 し た 。 肺 癌 治 療 継 続 の た

め 、 術 後 7 日 目 に 前 医 へ 転 院 し た 。 術 後 3 6 日 目 に 大 量 喀 血 を 来 し 、

術 後 4 0 日 目 に 死 亡 し た 。  

 

考 察  

 今 回 我 々 は 、 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 術 で 回 収 し た 血 栓 の 病 理 検 査 に よ

り 腫 瘍 塞 栓 の 診 断 に 至 っ た 症 例 を 経 験 し た 。  

近 年 の 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 術 適 応 の 症 例 数 増 加 に 伴 い 、 回 収 し た 血

栓 病 理 検 査 で 腫 瘍 細 胞 が 検 出 さ れ た 報 告 が 散 見 さ れ る よ う に な っ た 。

既 報 告 の 1 5 例 を Ta b l e  1 に 示 す 1 - 1 4 ）。  

心 外 腫 瘍 に よ る 脳 塞 栓 症 は 、 原 発 巣 の 血 管 浸 潤 が 原 因 に な る と 考

え ら れ る 。 本 症 例 で は 腫 瘍 が 肺 静 脈 と 左 心 房 に 浸 潤 し て い た 。 既 報

告 の 腫 瘍 塞 栓 1 5 例 の う ち 心 外 腫 瘍 は 4 例 で あ っ た 。3 例 は 肺 癌 で 肺

静 脈 や 左 心 房 に 浸 潤 し て い た 1 0 , 1 1 , 1 4 ) 。 1 例 は 乳 房 葉 状 腫 瘍 で 、 肺 へ

の 転 移 巣 が 肺 静 脈 に 浸 潤 し て い た 1 ) 。  

本 症 例 で 回 収 し た 血 栓 は 病 理 学 的 に は 血 栓 成 分 が 7 割 、 腫 瘍 成 分

が 3 割 で あ っ た 。 池 田 ら は 心 臓 粘 液 腫 に よ る 脳 塞 栓 症 に 対 す る I V  

r t - PA 療 法 に つ い て 報 告 し て お り 、塞 栓 子 の 腫 瘍 成 分 が 多 い 症 例 で は

I V  r t - PA の 効 果 が 小 さ い と し て い る 1 5 ) 。 本 症 例 で は 喀 血 が あ っ た た

め I V  r t - PA 療 法 は 禁 忌 で あ っ た が 、 塞 栓 子 は 血 栓 成 分 が 多 か っ た た



め 、 I V  r t - PA を 施 行 で き た 場 合 は 再 開 通 が 得 ら れ た か も し れ な い 。  

鶴 崎 ら は 、 腫 瘍 塞 栓 に 対 す る 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 術 に お い て 、 塞 栓

子 の 硬 度 が 再 開 通 に 関 わ る 重 要 な 因 子 で あ り 、 肺 扁 平 上 皮 癌 の 硬 い

塞 栓 子 に 対 し て T r e v o を 用 い た p u s h  a n d  f l u f f 法 が 有 効 で あ っ た と

報 告 し て い る 1 4 ) 。本 症 例 も T r e v o を 使 用 し た が 、u n s h e a t h で 展 開 し 、

c o m b i n e d  t e c h n i q u e で 1  p a s s で 塞 栓 子 が 回 収 さ れ た 。 本 症 例 の 塞 栓

子 は 血 栓 成 分 が 多 く 、 比 較 的 柔 ら か か っ た た め に 容 易 に 再 開 通 が 得

ら れ た の で は な い か と 考 え た 。  

術 前 の 画 像 検 査 で 塞 栓 子 の 成 分 の 情 報 を 得 る こ と は 、 I V  r t - PA の

効 果 の 予 測 や 血 栓 回 収 に お け る デ バ イ ス や テ ク ニ ッ ク の 選 択 に お い

て 有 益 で あ る 。B r i n j i k j i ら は T 2 *で の s u s c e p t i b i l i t y  v e s s e l  s i g n  ( S V S )

陽 性 や C T で の h y p e r  d e n s e  a r t e r y  s i g n  ( H A S )陽 性 は 塞 栓 子 内 に 含 ま

れ る 血 栓 成 分 が 多 い 指 標 に な る と 報 告 し て い る 1 6 ) 。本 症 例 で は 前 医

で 画 像 検 査 が 行 わ れ た が 、T 2 *と C T は 撮 像 し て お ら ず 、検 討 で き な

か っ た 。  

Ta b l e  1 の 心 外 腫 瘍 か ら の 脳 塞 栓 症 4 例 で 回 収 さ れ た 血 栓 の 形 態

は 白 色 で 硬 い な ど 通 常 の 血 栓 と は 異 な っ て い た 1 , 1 0 , 1 1 , 1 4 ) 。 し か し 本

症 例 の 塞 栓 子 の 外 観 や 弾 性 度 は 通 常 の 血 栓 と 差 が な か っ た 。 発 作 性

心 房 細 動 の 既 往 が あ り 当 初 は 心 原 性 脳 塞 栓 症 と 考 え て い た が 、 病 理

検 査 で 腫 瘍 塞 栓 の 診 断 に 至 っ た 。 通 常 の 血 栓 性 状 で あ っ て も 血 栓 病

理 検 査 で 腫 瘍 細 胞 を 認 め 、 脳 梗 塞 の 正 確 な 病 型 診 断 に つ な が る こ と

が あ る た め 、 回 収 し た 血 栓 の 病 理 検 査 を 積 極 的 に 行 う こ と が 重 要 で

あ る 。 特 に 術 前 に 塞 栓 源 が 不 明 で あ る 例 や 担 癌 症 例 、 癌 の 既 往 の あ

る 症 例 に 対 し て は 、 病 理 検 査 の 重 要 性 が 高 い と 考 え る 。  



 

結 論  

 心 外 腫 瘍 に よ る 腫 瘍 塞 栓 は 腫 瘍 が 血 管 浸 潤 を 来 す こ と で 生 じ る 。

回 収 さ れ た 塞 栓 子 の 性 状 が 通 常 の 血 栓 と 差 が な く て も 、 血 栓 病 理 検

査 を 行 う こ と で 正 確 な 脳 梗 塞 の 病 型 診 断 に つ な が る 。  

 

利 益 相 反 開 示 （ D i s c l o s u r e  S t a t e m e n t）  

本 論 文 に 関 し て 、 筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 開 示 す べ き 利 益 相 反

状 態 は 存 在 し な い 。  
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図 表 の 説 明  

F i g u r e  1： ( A )  A x i a l  d i f f u s i o n  w e i g h t e d  i m a g e s  s h o w  a c u t e  i s c h e m i c  

l e s i o n  i n  t h e  r i g h t  m i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y  ( M C A )  t e r r i t o r y .  ( B )  M R A 

s h o w s  r i g h t   M C A M 2  s e g m e n t  o c c l u s i o n .  ( w h i t e  a r r o w )   

F i g u r e  2： ( A )  R i g h t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  a n g i o g r a p h y  d e m o n s t r a t e s  

o c c l u s i o n  o f  t h e  r i g h t   M C A M 2  s e g m e n t .  ( b l a c k  a r r o w )  ( B )  D u a l  

i n j e c t i o n  a n g i o g r a p h y  s h o w s  o c c l u s i o n  s i t e .  ( C )  T r e v o  3 × 2 0 m m  w a s  



d e p l o y e d  i n  t h e  r i g h t   M C A M 2  s e g m e n t .  B l a c k  a r r o w  s h o w s  t h e  s i t e  o f  

o c c l u s i o n .  ( D )  P o s t - t h r o m b e c t o m y  a n g i o g r a p h y  s h o w s  r e c a n a l i z a t i o n  o f  

t h e  r i g h t  M 2  s e g m e n t  f o l l o w i n g  a  s i n g l e  p a s s  o f  t h e  s t e n t - r e t r i e v e r  a n d  

a s p i r a t i o n  w i t h  t h e  A C E 6 8  c a t h e t e r .  ( T I C I  2 B )  

F i g u r e  3： ( H e m a t o x y l i n - E o s i n  s t a i n i n g )  H i s t o p a t h o l o g y  s h o w s  t h r o m b u s  

c o m p o s e d  o f  f i b r i n  a n d  s q u a m o u s  c e l l  c a r c i n o m a .  

F i g u r e  4： C h e s t  c o n t r a s t  C T  s h o w s  l u n g  c a n c e r  i n v a d e s  t h e  p u l m o n a r y  

v e i n  a n d  t h e  l e f t  a t r i u m .  



Case References
Age/
Sex

IV rt-
PA

Site of
Occlusion

Technique
of MT

Morphology of Colt Pathology of Clot Tumor

1
Bhatia
(2010)

62
F

(-) ICA top SR
whitish and tissue-like and
not like a normal clot in either
appearance or texture

phyllodes tumor of the
breast

phyllodes tumor
of the breast

2
Tejada
(2014)

64
F

(+) MCA M1 SR
white granular surface of soft
consistency and papilliform
appearance

branching papillary
lesions consistent with
papillary fibroelastoma

papillary
fibroelastoma

3
Baek

(2014)
46
M

(+)
ICA/

MCA M2
ADAPT/
ADAPT

large amout of a gray,whitish-
to-reddish

cardiac myxoma cardiac myxoma

4
Ptacek
(2014)

34
NR

(+)
MCA M1/

M2
SR

gross appearance and
consistency

tumorous embolus of
myxoma

myxoma

5
Vega

(2015)
11
M

(-)
MCA M1/

PcomA
CT/

ADAPT
gelatinous and friable
consistency

NR cardiac myxoma

6
Ryu

(2015)
34
M

(+) MCA M1 CT round,whitish,and elastic hard
tumorous tissue
originating from a
cardiac tumor

cardiac myxoma

7
Byon

(2016)
55
M

(+) ICA ADAPT yellow in color
high-grade
undifferentiated sarcoma

unclassified
sarcoma

8
Chung
(2016)

4
M

(+) MCA M1 SR brown gelatinous material cardiac myxoma cardiac myxoma

9
Biraschi
(2016)

75
M

(-) MCA M1 ADAPT
1cm white-pink hard tissue-
like material

papillary fibroelastoma
papillary
fibroelastoma

10
Zander
(2016)

58
M

(-) MCA M2 SR small tissue fragment
undifferentiated non-
small cell carcinoma of
the lung

pulmonary
adenocarcinoma

11
Zander
(2016)

46
F

(-) MCA M1 SR NR myxoma cardiac myxoma

12
Pop

(2017)
56
M

(-)
BA/
ICA

CT
compact and purely
tumorous/Both tumorous and
thrombotic fragments

Sarcomatoid carcinoma
Pulmonary
hilum tumor

13
Salam
(2018)

25
M

(+) MCA M1 SR pale,white soft papillary fibroelastoma
papillary
fibroelastoma

14
Passhak
(2018)

49
M

(-) MCA M1 NR NR Liposarcoma liposarcoma

15
Tsurusaki

(2019)
72
M

(-) ICA SR
elastic and hard compared
with that of intracardiac
thrombus

Squamous cell
carcinoma

Pulmonary
squamous cell
carcinoma

16 This case
64
M

(-) MCA M2 CT soft, red and thrombotic
Squamous cell
carcinoma

Pulmonary
squamous cell
carcinoma

Table 1 : Summary of reported cases of diagnosed as tumor embolism by thrombo-pathology

ICA : Internal Carotid Artery   MCA : Middle Cerebral Artery   PcomA : Posterior Communicating Artery
BA : Basilar Artery   IV rt-PA : Intravenous rt-PA   MT : Mechanical Thrombectomy   SR : Stent-retriever

ADAPT : A Direct Aspiration First Pass Technique   CT : Combined Technique   NR : Not reported
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